
今日のイラスト643  「イラストでたどる石州街道㉑ 渡川城跡 」 古谷眞之助              

 今回は、今までになく単調なイラストに

なってしまった。何とも恥ずかしい。ちょ

っと気合が入らなかったのである。せめて

もの変化としてディーゼル車を入れてみた。

SLの方が良いに決まっているが、現在は整

備のため休止中である。ネットからのパク

リだが、小写真は山頂の城跡からの風景で、

ここに煙を吐くSLが走っていれば、確かに

絵になりそうだ。実際に街道を歩いた時は

山頂には登る時間的余裕がなかったので、

モミノ木峠にある千人塚を見たのみである。

この塚は、記事にも書いているように、大

内氏と津和野の吉見氏との戦いで命を落と

した者たちの塚と伝わるものだが、塚その

ものもごく小さなもので、国道沿いにある

ものの、塚の場所を知っている人に教えて

もらわねば確実に見落としてしまうだろう。 

 今、我々は城と言うと、大坂城、小倉城、

萩城などの平城を思い浮かべるが、大内氏

の時代の中世の城は規模的には比較になら

ないほど小さく、その分、県内のあちこちにあった。山口県教育委員会が刊行した『山口県中世城館遺跡総

合調査報告書』によれば、県内の城館跡は439ヵ所もあるという。その大半が所謂山城だった。例えば続日

本百名城にも選ばれている高嶺城の周囲には8つもの城があったそうである。多分その一つは古城ヶ岳山頂

のものだろう。というわけで、渡川城にしても我々がイメージする壮麗な城のイメージとはかけ離れたもの

で、もちろん天守閣などなくて、土塁、曲輪と呼ばれる構造物が残っているだけである。( 2023.12.24 記 ) 


